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《環境》大手機械メーカー某旧
神崎工場の周辺住民の死者が３
４人に達し、うち３１人はアス
ベスト（石綿）被害の指標とな
る中皮腫だったとされる問題に
ついて、小池百合子環境相は19
日の閣議後会見で、某社が実施
する被害者の職歴調査を参考に
、厚生労働省や地元の保健所と
も協力しながら実態把握を急ぐ
考えを明らかにした。同省は都
道府県に対し、同様の住民被害
の有無などについて８月10日ま
でに報告するよう求めている。
（毎日新聞） 7月19日
《環境》ブッシュ米大統領は18
日午前、訪米したインドのシン
首相とホワイトハウスで会談、
両首脳はインドが米側に強く求
めてきた原子力発電の技術提供
を含むエネルギーや宇宙開発、
軍事など幅広い分野での協力関
係強化を盛り込んだ共同声明を
発表した。これにより、1998年
のインドの核実験で冷却化した
両国関係はほぼ全面的に修復。
双方は台頭する中国をにらみ「
戦略的パートナーシップ」が新
たな段階に入ったことを確認し
た。（共同通信）7月19日
《環境》政府は１８日、今月下
旬に北京で開かれる北朝鮮の核
問題をめぐる６か国協議で、北
朝鮮に対し、核兵器計画だけで
なく、平和利用目的の核開発も
認めないことを北朝鮮以外の５
か国の共通目標とするよう、各
国に働きかける方針を固めた。
（読売新聞）7月19日
《環境》京都大フィールド科学
教育研究センターは１９日、Ｎ
ＰＯ法人「エコロジー・カフェ
」と、由良川（京都府）や古座

川（和歌山県）での環境教育や
情報発信に向けた協力協定を結
んだ。エコロジーカフェは昨年
８月に、バンダイ元会長の山科
理事長やＩＴ企業のトップなど
の経済人やスポーツ選手らで設
立。小笠原でのアオウミガメ保
護活動やインターネットを活用
した環境教育の開発などに取り
組んでいる。同センターの田中
克センター長は「森と里と海を
つなぐ教育研究と地域連携を、
世界に発信していきたい」と話
している。（京都新聞）7月19日
《エネ》アプリアント農業相は
、カリマンタン島の850キロメ
ートルにわたるマレーシア国境
沿いに世界最大のパームヤシ大
規模農園と精製工場を開発する
計画を示した。2010年に生産を
開始し将来的に年産270万トン
を目指す。バイオディーゼル燃
料への転用も視野に入れるとい
う。向こう5年間に5兆5,000億
ルピアを投じ50万人以上を雇用
するとした。（NNA） 7月19日
《環境》水質浄化をアピールす
る「諏訪湖で泳ごう２００５」
が１８日、諏訪市の湖畔公園－
初島の約２００メートル区間で
開かれた。アオコの発生もみら
れたが、参加者は「気にならな
い。楽しく泳げた」と満足。梅
雨明けの夏空に水しぶきをきら
めかせた。諏訪湖の水泳大会は
復活前、１９８０年代まで続い
ていた。参加者最高齢で、当時
を知る松本市並柳の伊藤喜良さ
ん（78）は「水から出ると体に
アオコがべったり付いた。今は
水が口に入っても嫌な感じがし
ない」と浄化を実感していた。
（中日新聞） - 7月19日
《エネ》京都のＮＰＯ法人環境
安全センターは１８日、廃棄物

・リサイクルセミナーを京都市
中京区の京都商工会議所で開い
た。環境ＮＧＯ（非政府組織）
代表が講演し、政府が進めてい
る廃プラスチック焼却による排
熱利用の有効性に疑問を投げか
けた。昨年度から始めた公開セ
ミナーで、本年度３回目。環境
ＮＧＯ「止めよう！ダイオキシ
ン汚染・関西ネットワーク」の
山崎清代表が講師を務めた。自
治体関係者ら約２０人が聞き入
った。廃プラをめぐっては、国
が排熱利用のため可燃ごみ扱い
する方向で検討している。山崎
代表は、高温で燃焼すれば重金
属が出やすいとしたうえで「リ
サイクルが難しいから燃やすの
では分別の流れに逆行する。国
は根本的解決を目指すべきで、
ごみ問題から逃げている」と批
判した。（京都新聞）7月19日
《環境》京都市南区の鴨川で18
日、川にすむ生物を調べて水質
をチェックする「不思議の国　
日本／鴨川探検」が行われた。
児童や保護者たちが、鴨川に入
って水生生物をつかまえ、水の
きれいさを実感した。「きれい
な水」の指標生物とされるヒラ
タカゲロウやヤマトビケラなど
が最も多く見つかった。
（京都新聞） - 7月19日
夏休みを迎え、小中学生を対象
にした、環境、エネルギー関連
のイベントが増えてきた様だ。
これらの問題は、幼少年時代か
ら価値観、感性として刷り込む
必要が有ると思う。
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